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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表層の廃棄物層（Ａ）と、その下層の粘性土のような遮水基盤層（Ｂ）と、更にその下層
の支持地盤となる透水性地層（Ｃ）とを有し、地質が異なる廃棄物処分場の跡地において
、表層の廃棄物層（Ａ）から遮水基盤層（Ｂ）を貫通して透水性地層（Ｃ）まで杭（１）
を打ち込む打設方法であって、
　杭（１）の周囲に内側被膜材（２）の吸水ポリマーを塗布し、
　外的要因の杭の打設速度による変形性能が、内側被膜材（２）とは異なるアスファルト
、ゴム又は合成樹脂材のような材質の外側被膜材（３）を、内側被膜材（２）の周囲に筒
状に形成し、
　杭（１）を廃棄物層（Ａ）に貫通させる際に、内側被膜材（２）と外側被膜材（３）と
の密着力が、外側被膜材（３）と廃棄物層（Ａ）との摩擦抵抗より勝る打設速度で、外側
被膜材（３）と内側被膜材（２）と一体に貫入されるように該杭（１）を打設し、
　次に、廃棄物層（Ａ）に貫通させた杭（１）を、遮水基盤層（Ｂ）内を貫通させ、透水
性地層（Ｃ）まで打設する際に、内側被膜材（２）と外側被膜材（３）との密着力より、
外側被膜材（３）と廃棄物層（Ａ）との摩擦抵抗が勝り、内側被膜材（２）から外側被膜
材（３）が剥離するような打設速度で杭（１）を打設することにより、
　外側被膜材（３）を遮水基盤層（Ｂ）に連れ込まれずに廃棄物層（Ａ）に残留させ、内
側被膜材（２）のみを遮水基盤層（Ｂ）及び透水性地層（Ｃ）へ貫入させる、ことを特徴
とする多重被膜材から成る杭の打設方法。
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